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今
月
の
一
言 

 
 

 

間
違
い
を
せ
ず
に
生
き
る
者
は
、 

 
 

 
 

 

そ
れ
ほ
ど
賢
く
な
い 

 

 「気を付けているはずなのに、なぜ事故が起きるのか」永遠の課題です。 

気を付けている度合いは人それぞれなので、それを統一するためには毎日のコミュニケ

ーションが必要です。例として、事故が起きる要因として大きく３つあります。 

① イライラしたり、カッカしたりして精神が不安定な状態。 

② 慌てている時や、納期が迫り時間に追われている時。 

③ 気が緩んだ時や、疲れていたり、昼食後お腹いっぱいだったり、仕事が単調の時。 

こうした分析により、最も心掛けることは、「慌てさせないこと」。現場の作業を進めた

いという思いから、せかせたり、スピードを上げがちですが、それが一番の危険につな

がります。怪我無く確実に作業を行うことを一番として、フォロー仕合いながら仕事を

していくことを忘れずに行いましょう。 

 ◎
４
月
１
６
日
青
森
県
に
お
い

て
、
伐
倒
木
が
、
予
定
の
伐
倒
方

向
と
は
反
対
の
方
向
に
倒
れ
、
死

亡
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

立
木
の
高
さ
の
２
倍
を
半
径
と

す
る
円
の
内
側
に
は
、
他
の
者
は 

立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
新
規
就
業
者
も
多

い
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
技
術
チ

ェ
ッ
ク
を
し
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。 

◎
伐
倒
作
業
中
追
い
口
切
り
を

し
て
い
た
時
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
ガ
イ
ド
バ
ー
が
挟
ま
り
、
携
帯

用
の
く
さ
び
を
１
本
打
ち
込
ん

だ
が
、
ガ
イ
ド
バ
ー
を
外
せ
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
く
さ
び
を
取
り

に
行
っ
た
際
、
現
場
写
真
を
撮
り

に
来
て
い
た
被
災
者
が
来
て
お

り
、
一
緒
に
戻
っ
て
来
た
時
に
突

風
が
吹
き
、
立
木
が
倒
れ
被
災
者

に
激
突
す
る
事
故
が
起
き
ま
し

た
。
作
業
中
断
を
せ
ず
、
道
具
の

補
充
と
準
備
を
し
、
燃
料
チ
ェ
ッ

ク
と
、
技
術
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま

し
ょ
う
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 近年、林業に限らず、高年齢労働者による労働災害が増加しています。 

安全対策は以下のような対策が必要になっているので、確認し注意しましょう。 

 


